
まちの人口【住民基本台帳人口】（平成 22 年２月１日現在）

総人口 18,851 人（△ 8）　男 9,144 人（± 0）　女 9,707 人（△ 8）　世帯数 6,972 世帯（＋ 7）※（　）内は前月比

Public relations of Minami-aizu

南会津高校スキー部大活躍　　　　　　・・・②、③

平成２３年歌会始の
　　　　　お題が定められました　　　・・・⑧

魅力ある観光地へ
　　　　　～トイレを整備しました～　・・・⑨

ありがとうのメッセージ入賞作品集　　・・・⑫、⑬

地域の魅力いっぱい
　～『南会津町やまなみ散歩』発行～　・・・⑳

『ただいまを言いたくて、おかえりを聞きたくて』

南会津やまなみ“泊”覧会　開催中 !!

http://www.yamahaku.jp/ 

検索

クリック！

やまはく

2010 年２月号 № 47

１月３０日に田島地域の古今地区で行われた雪ウォークの

様子。参加者たちは、森の案内人による説明をうけながら、

かんじきで雪道を歩き気持ち良い汗を流していました

かんじきはいて、雪山散策
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２
月
２
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
北
海
道

で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
体
育
大
会
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）を
前
に
、南
会
津
高
校
ス
キ
ー

部
の
み
な
さ
ん
が
、
出
場
報
告
の
た
め
町

長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
畠
校
長
、
猪
股

先
生
、そ
し
て
県
総
体
な
ど
で
活
躍
し
た
、

馬
場
亮
太
く
ん
（
３
年
）、
菅
家
裕
貴
く

ん
（
３
年
）、
酒
井
亜
樹
さ
ん
（
３
年
）、

五
十
嵐
祐
二
郎
く
ん
（
２
年
）、
小
板
橋

竜
馬
く
ん
（
２
年
）、月
田
祥
拓
く
ん
（
１

年
）、
中
丸
茉
祐
さ
ん
（
１
年
）
の
９
名
。

　

県
内
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子
10
㎞

×
４
リ
レ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
強
豪
校
で
あ

る
猪
苗
代
高
校
の
牙
城
で
し
た
。し
か
し
、

今
年
、
エ
ー
ス
の
馬
場
く
ん
の
活
躍
も
あ

り
、
男
子
チ
ー
ム
は
そ
の
牙
城
を
崩
し
、

第
55
回
県
高
等
学
校
体
育
大
会
で
初
優
勝

を
飾
っ
た
後
、
そ
の
勢
い
で
第
62
回
県
総

合
体
育
大
会
で
も
優
勝
し
、
見
事
２
冠
を

達
成
し
ま
し
た
。

南
会
津
高
校
ス
キ
ー
部　

大
活
躍

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

　
　
　
男
子
10
㎞
×
４
リ
レ
ー
で
２
冠
達
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
55
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
62
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

　

主
将
の
菅
家
く
ん
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
は
、
来
年
の
出
場
枠
が
増
え
る
20
位

以
内
を
目
標
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
で
活
躍
す
る

中
丸
さ
ん
は
、「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か

る
が
、
会
場
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
な
い
よ

う
、
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
自
分
の
滑
り
を

し
た
い
」
と
元
気
よ
く
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
南
会
津
高
校
ス
キ
ー
部
の
生
徒

た
ち
は
、
第
57
回
全
国
高
等
学
校
体
育
大

会
を
は
じ
め
、
第
32
回
東
北
高
等
学
校
体

育
大
会
、
第
65
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
、
第
22
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー

大
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
に
出
場
し

て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
南
会
津
高
校

ス
キ
ー
部
選
手
を
応
援
し
、
活
躍
を
期
待

し
ま
し
ょ
う
。

町長室に訪れた南会津高校スキー部のみなさん
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■第 49 回福島県高等学校体育大会 会津地区大会スキー競技（平成 22 年 1 月 6 ～８日）

平成 21 年度の南会津高校スキー部の成績

■第 55 回福島県高等学校体育大会 スキー競技（平成 22 年 1 月 14 ～ 16 日）

■第 62 回福島県総合体育大会 スキー競技階（平成 22 年 1 月 20 ～ 24 日）

・アルペン

　　女子回転

　　　　４位　金田 祥子 さん

　　　　８位　中丸 茉祐 さん

　　女子大回転

　　　　５位　中丸 茉祐 さん

　　　　８位　金田 祥子 さん

・アルペン

　　女子回転

　　　　７位　金田 祥子 さん

　　　　９位　中丸 茉祐 さん

　　女子大回転

　　　　４位　中丸 茉祐 さん

　　　　９位　金田 祥子 さん

・アルペン

　　少年女子大回転

　　　　６位　金田 祥子 さん

　　　　７位　中丸 茉祐 さん

・クロスカントリー

　　男子１０㎞クラシカル

　　　　優勝　馬場 亮太 くん

　　　　５位　五十嵐 祐二郎 くん

　　　　６位　菅家 裕貴 くん

　　　１０位　月田 祥拓 くん

　　　１３位　小板橋 竜馬 くん

　　女子５㎞クラシカル

　　　　３位　酒井 亜樹 さん

・クロスカントリー

　　男子１０㎞クラシカル

　　　　４位　馬場 亮太 くん

　　　　６位　五十嵐 祐二郎 くん

　　　　７位　菅家 裕貴 くん

　　　１０位　月田 祥拓 くん

　　　１４位　小板橋 竜馬 くん

　　女子５㎞クラシカル

　　　　３位　酒井 亜樹 さん

・クロスカントリー

　　男子１０㎞クラシカル

　　　　２位　馬場 亮太 くん

　　　　６位　五十嵐 祐二郎 くん

　　　　７位　菅家 裕貴 くん

　　　１２位　小板橋 竜馬 くん

　　　１６位　月田 祥拓 くん

　　女子５㎞クラシカル

　　　　４位　酒井 亜樹 さん

　　男子１５㎞フリー

　　　　優勝　馬場 亮太 くん

　　　　７位　五十嵐 祐二郎 くん

　　　　８位　菅家 裕貴 くん

　　　１２位　月田 祥拓 くん

　　　１５位　小板橋 竜馬 くん

　　女子１０㎞フリー

　　　　優勝　酒井 亜樹 さん

　　男子１０㎞×４リレー

　　　　優勝　南会津高校

　　　　　　　月田 祥拓 くん

　　　　　　　五十嵐 祐二郎 くん

　　　　　　　馬場 亮太 くん

　　　　　　　菅家 裕貴 くん

　　男子１５㎞フリー

　　　　優勝　馬場 亮太 くん

　　　　５位　五十嵐 祐二郎 くん

　　　　７位　月田 祥拓 くん

　　　　８位　菅家 裕貴 くん

　　　１３位　小板橋 竜馬 くん

　　女子１０㎞フリー

　　　　２位　酒井 亜樹 さん

　　男子１０㎞×４リレー

　　　　優勝　南会津高校

　　　　　　　五十嵐 祐二郎 くん

　　　　　　　菅家 裕貴 くん

　　　　　　　馬場 亮太 くん

　　　　　　　月田 祥拓 くん

　　男子１５㎞フリー

　　　　優勝　馬場 亮太 くん

　　　　８位　五十嵐 祐二郎 くん

　　　１５位　月田 祥拓 くん

　　　１８位　菅家 裕貴 くん

　　　１９位　小板橋 竜馬 くん

　　女子１０㎞フリー

　　　　２位　酒井 亜樹 さん

　　男子１０㎞×４リレー

　　　　優勝　南会津高校

　　　　　　　五十嵐 祐二郎 くん

　　　　　　　菅家 裕貴 くん

　　　　　　　馬場 亮太 くん

　　　　　　　月田 祥拓 くん

がんばれ、南会津高校スキー部！
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町消防団出初式
■１月６日、１０日

　町消防団出初式が、各地域で行われ、町関係者、
団員、そして婦人消防隊が参加しました。
　それぞれの支団で、今年１年の無火災を祈願し、
誓いを新たに気を引き締めていました。

みんなで仲良く団子さし
■１月１３日

　荒海保育所で世代間交流事業による団子さしが行

われ、保育所の子どもたちに子育て支援センター「ひ

まわり」の親子、関本地区グランドゴルフクラブ「Ｇ

Ｇクラブ」の方々が参加しました。

　みんなで４色の団子をまるめ、ミズキの木にさし

た後、ゆで汁を飲み、「今年も野菜やお米がたくさん

採れますように」と１年間の豊作と健康を祈りました。

　その後、子どもたちは、ＧＧクラブのおじいさん

やおばあさんから、小正月の団子さしのいわれや、

ちちんぼうの行事のことなどを聞き、お礼にダンス

を披露して見せたりと楽しい触れ合いの時間をすご

しました。
仲良く団子をまるめる参加者

伊南会館で行われた伊南支団出初式 南郷総合支援センターで行われた

南郷支団出初式

統制のとれた行進を披露した田島支団出初式 舘岩会館で行われた舘岩支団出初式
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約半世紀ぶり「おんべ」復活
■１月１５日

　伊南地域の宮沢地区で、小正月行事の「おんべ」
が４０数年ぶりに行われ、地区住民らが伝統行事に
親しみました。
　同地区では、地区行事への参加率の低下から、地
域の絆を大切にしたい有志らが地区の活性化につい
て話し合いました。その中で、「世代を超えた住民が
相互に親睦を深めながら、伝統文化を継承していく
ことが大切」という結論にいたり、子どもから高齢
者までみんなで集まれる「おんべ」を復活させました。
　当日は地区住民約５０人が参加し、夜空に立ち上
る炎で焼いた餅やするめなどを食べ、１年の無病息
災や家内安全を祈願しました。会場ではお神酒やみ
かんなども振舞われ、炎を囲んで交流深め、「来年は
会場で餅つきをやろう」「ろうそくで会場を彩ろう」
など早くも来年に向けた意見も出され、住民のみな
さんはやる気満々の様子でした。 多くの住民が集まった「おんべ」

文化財を火災から守る
■１月２４日

　２６日の「文化財防火デー」を前に、各所で放水
訓練が行われ、文化財を火災などから防ごうと町や
消防団、地域住民が参加しました。
　田島支団では、古今地区の奥会津博物館で放水訓
練を行い、参加者は地元の貴重な文化財を火災から
守るため、真剣なまなざしで訓練に取り組んでいま
した。

雪の中放水訓練を行う参加者のみなさん

南会津町へジュニア用ゴルフセット寄贈

■１月２５日

　財団法人青少年交流振興協会の「鈴木規夫エンジョ

イゴルフイン会津」から、町にジュニア用のゴルフ

セット一式が寄贈されました。

　湯田和広実行委員長、野沢幸弘事務局長そして事

務局の鵜川祐三さんが本庁を訪れ、町長に目録を手

渡しました。

　寄贈品には、昨年、磐梯町や当町の会津高原たか

つえカントリークラブを舞台に開催された、鈴木規

夫プロのエンジョイゴルフ大会の収益金、協賛金の

一部が充てられました。

　町長は「ジュニア選手に活用してもらいレベルアッ

プを図ってもらいたい」と感謝の意を伝えました。

（右から）町長、湯田和広実行委員長、野沢幸弘事務局長

寄贈されたジュニア用ゴルフセット
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■
応
募
資
格

　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電
機
通
信

　

サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ
る
東
北
６
県
に
お

　

住
ま
い
の
満
20
歳
以
上
の
方
で
、
各
種
ア

　

ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
。

　

た
だ
し
、
総
務
省
お
よ
び
電
気
通
信
事
業

　

者
に
勤
務
経
験
の
あ
る
方
と
、
そ
の
ご
家

　

族
を
除
き
ま
す
。

■
モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る
こ
と

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
年
２

　

回
実
施
予
定
）
へ
の
回
答
（
全
員
）

②
各
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の

　

出
席
（
出
席
を
お
願
い
す
る
方
の
み
）

■
委
嘱
期
間

　

平
成
22
年
６
月
１
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月
31
日
（
木
）

■
募
集
期
間

　

平
成
22
年
３
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
２
日
（
金
）

　

東
北
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

　

０
２
２
（
２
２
１
）
０
６
２
８

申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
受
付

は
、
２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）

ま
で
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
は
、
３
月
31
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

※
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
・
祝
日
等
）
は
、

　

税
務
署
で
は
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受
付

　

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
と
し

て
、
申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
職
員
が
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
執
務
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
来

場
の
際
に
は
、
感
染
予
防
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
、
郵
便
・
信
書
便
ま

た
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
っ
て
も
提
出
可
能
で

す
。

ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

-

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
開
始
届

出
書
を
提
出
し
、
利
用
者
識
別
番
号
等
を
取

得
し
て
お
け
ば
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
得
で
き

ま
す
。
）
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関
す

る
申
告
や
納
税
、
申
請
・
届
出
な
ど
の
手
続

が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
申
告
す
る

と
、
①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

②
最
高
５
０
０
０
円
の
税
額
控
除
③
添
付
書

類
が
提
出
不
要
④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

※
ご
利
用
す
る
際
は
、
電
子
証
明
書
な
ど
事

前
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://www.e-tax.nta.go.jp/

確
定
申
告
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

国
税
庁
で
は
、
確
定
申
告
を
行
う
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
「
医
療
費
控
除
」
や
「
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
」
な
ど
、
ど
ん
な
書
類
を
用
意
し
て
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と

606

℡

会
津
線
活
性
化
連
携
計
画
（
案
）
に

　
　
　
　
　

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

町
で
は
、
会
津
若
松
市
、
下
郷
町
と
共
同

で
会
津
鉄
道
会
津
線
の
維
持
・
活
性
化
に

向
け
た
計
画
「
会
津
線
活
性
化
連
携
計
画

（
案
）
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
案

に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
計
画
（
案
）
は
本
庁
総
合
政
策
課
、

各
総
合
支
所
振
興
課
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
は
、
所
定
の
様
式
（
閲
覧
場

所
に
設
置
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
出
力
）
を

使
用
す
る
か
、
任
意
の
様
式
に
必
要
事
項
（
氏

名
、
住
所
、
年
齢
、
性
別
）
を
記
入
し
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
送
付
く
だ

さ
い
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

平
成
22
年
２
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
３
月
１
日
（
月
）

■
送
付
先

　

〒
９
６
７-

８
５
０
１

　
　

南
会
津
町
役
場　

総
合
政
策
課

　
　
　
　

（
住
所
は
未
記
入
で
結
構
で
す
）

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
８
８

　

h_seisaku@town.minamiaizu.lg.jp

　

本
庁
総
合
政
策
課
地
域
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
１
０

　

http://www.minamiaizu.org/

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

　

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
安

心
・
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
利

用
者
の
視
点
に
た
っ
た
情
報
通
信
行
政
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
の

ご
意
見
や
ご
要
望
を
幅
広
く
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
、
今
後
の
情
報
通
信
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
東
北
総
合
通
信
局
は
、
平
成
22
年

度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

田
島
税
務
署
よ
り

℡ 問

ア

問電

アア Ｆ

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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て
入
学
し
な
く
て
も
各
学
科
の
授
業
科
目
を

履
修
で
き
る
よ
う
に
、
科
目
等
履
修
生
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
履
修
し
た
科
目
の
単
位

認
定
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
正
式
な
単
位
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
平
成
22
年

度
科
目
等
履
修
生
お
よ
び
研
究
生
を
募
集
し

ま
す
。

■
履
修
ま
た
は
研
究
内
容

　

産
業
情
報
（
経
営
・
デ
ザ
イ
ン
）
、
食
物

　

栄
養
、
社
会
福
祉
、
教
養
基
礎
に
関
す
る

　

科
目
ま
た
は
内
容

■
履
修
・
研
究
期
間

　

履
修
期
間

　
　

半
年
ま
た
は
１
年
（
履
修
科
目
に
よ
る
）

　

研
究
機
関

　
　

１
年
以
内
（
研
究
生
）

■
募
集
人
員

　

若
干
名

■
受
付
期
間

　

平
成
22
年
３
月
１
日
（
月
）
～
５
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
５
日
の
消
印
有
効
）

■
選
考
日
時
（
科
目
等
履
修
生
）

　

平
成
22
年
３
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時

■
選
考
方
法

　

科
目
等
履
修
生

　
　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　

研
究
生

　
　

書
類
審
査

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
事
務
室
学
生
係

　

０
２
４
２
（
３
７
）
２
３
０
１

　

http://www.jc.u-aizu.ac.jp

（
財
）
会
津
学
生
寮
の
寮
長
募
集　
　
　

　

財
団
法
人
会
津
学
生
寮
は
、
首
都
圏
で
学

ぶ
会
津
出
身
の
学
生
が
安
く
健
全
に
宿
泊
で

き
る
施
設
と
し
て
、
会
津
各
市
町
村
の
協

力
・
支
援
の
も
と
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
現
寮
長
が
退
職
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
年
９
月
か
ら
雇
用
予
定
の
寮
長
を

募
集
し
ま
す
。

■
場
所

　

東
京
都
文
京
区
千
石
１-

４-

１

　
　
　

（
鉄
筋
４
階
建　

学
生
約
40
名
）

■
職
務
内
容

　

平
日
住
み
込
み
で
、
寮
施
設
の
管
理
、
年

　

間
２
０
０
０
万
円
以
上
の
業
務
の
事
務
・

　

経
理
な
ど
の
処
理

■
報
酬
な
ど

　

年
額　

約
４
０
０
万
円　

　

寮
長
宿
舎
（
約
10
坪
）
を
用
意

■
申
込
期
限

　

平
成
22
年
５
月
31
日
（
月
）

■
そ
の
他

　

学
生
に
情
愛
を
持
っ
て
指
導
で
き
る
方
、

　

65
歳
未
満
の
方
、
会
津
出
身
の
方

　

財
団
法
人 

会
津
学
生
寮

　

０
３
（
５
２
６
１)

０
１
０
２

　
平
成
22
年
度
科
目
等
履
修
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
研
究
生
募
集

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
学
生
と
し

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

　

参
加
者
募
集
（
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業
）

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
『
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
』
の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の
島
、
ヨ

ロ
ン
島
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の

中
で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
共
同

生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
を
通
し
て
、

友
達
作
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
お
互
い
に
協

力
し
助
け
合
い
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
心
を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
在
日
外
国
人
小

学
生
と
活
動
や
生
活
を
と
も
に
す
る
こ
と
で
、

言
葉
や
習
慣
を
超
え
て
友
情
を
深
め
、
国
際

感
覚
を
身
に
着
け
る
第
一
歩
に
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
ず
は
資
料
請
求
か
ら
ど
う
ぞ
。

■
期
間

　

平
成
22
年
３
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
４
月
２
日
（
金
）
６
泊
７
日

■
場
所

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

■
定
員

　

小
学
生
３
０
０
名
（
小
学
２
年
～
６
年
）

■
出
発
地

　

福
島
駅
（
仙
台
空
港
出
発
）

■
申
込
み
締
め
切
り

　

平
成
22
年
３
月
６
日
（
土
）

　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

０
３
（
６
３
５
９
）
４
６
６
１

　

http://www.kskk.or.jp

い
っ
た
み
な
さ
ん
の
声
か
ら
、
よ
り
わ
か
り

や
す
く
、
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
確
定
申
告
特
集
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

http://www.nta.go.jp/

　

確
定
申
告
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は
、

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
税
務
署
に
電
話
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

自
動
音
声
応
答
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
に
し

た
が
っ
て
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
田
島
税
務
署
）

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
３
０

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
自
ら
の
収
入
で

返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
お

悩
み
の
方
々
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状
況
を
お
聞
き

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司

法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
を
行
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

月
曜
～
金
曜
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

福
島
市
松
木
町
13-

２

　

財
務
省 

東
北
財
務
局 

福
島
財
務
事
務
所

　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４

℡

℡

℡ア

問

問

問

ア日場問 問℡ ℡

ア 自
分
の
世
界
を
広
げ
て
み
よ
う

募
集
し
て
い
ま
す

会
津
大
学
短
期
大
学
部
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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■平成２３年歌会始のお題

　 「葉
は

」
　　（お題は「葉」ですが、「若

わ か ば

葉」「落
らくえふ

葉」「葉
えふりよくそ

緑素」のように

　　 「葉」の文字の入った熟語を使用しても差し支えありません）

■詠進歌の詠進要領

　（１）詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で１人１首とし、未発表のものに限ります。

　（２）書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右半分にお題と短歌、左半分に郵便番号、住所、

　　　 電話番号、氏名（本名、ふりがなつき）、生年月日および職業（なるべく具体的に）を縦

　　　 書きで書いてください。無職の場合は、「無職」と書いてください。（以前に職業に就いた

　　　 ことがある場合には、なるべく元の職業を書いてください）なお、主婦の場合は、単に「主

　　　 婦」と書いても差し支えありません。

　（３）用紙は、半紙とし、記載事項は全て毛筆で自書してください。

　（４）病気または身体障害のため、毛筆にて自書することができない場合には、下記によるこ　

　　 　とができます。

　　　　①代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所および氏名を別紙に書いて詠進歌に

　　　　　添えてください。

　　　　②本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。この場合、これらの機器を使用

　　　　　した理由を別紙に書いて詠進歌に添えてください。

　　　　③視覚障害の方は、点字で詠進しても差し支えありません。

■注意事項

　次の場合には、詠進歌は失格となります。

　（１）お題を詠み込んでいない場合、短歌の定型でないもの、または用紙が縦長の場合

　（２）１人で２首以上詠進した場合や毛筆でない場合

　（３）詠進歌がすでに発表された短歌と同一または著しく類似した短歌である場合

　（４）詠進歌を歌会始の行われる以前に、新聞、雑誌、その他の出版物、年賀状などにより発表

　　　 したもの

　（５）代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆と認められるすべての詠進歌

　（６）住所、氏名、生年月日、職業を書いていないもの、その他この詠進要領によらない場合

■詠進の期間

　平成２２年９月３０日まで（当日消印有効）

■送付先

　「〒 100-8111　（住所不要）　宮内庁」とし、封筒に「詠進歌」と書き添えてください。

　（詠進歌は小さく折って封入して差し支えありません。

■問い合わせ

　直接宮内庁式部職あてに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手をはった封筒を添えて、　

　平成２２年９月２０日までに問い合わせください。または、宮内庁ホームページを参照ください。

　宮内庁ホームページ　http://www.kunaicho.go.jp/

平成２３年歌会始のお題が定められました

　
お
題
「
葉
」

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

　
　
　（
山
折
り
）

　
　
〒

　
　
　
住

　
　
所

　
　
　
電
話
番
号

　
　
　
　
　
氏ふ

り

が

な名

　　　　　　
　
　
　
生
年
月
日

　
　
　
職
　
　
業

書 式 図

（ 横 長 ）

※個人情報の取扱いについて
　・記載いただいた個人情報は、歌会始のために必要な範囲で利用します。
　・法令に基づく開示要請があった場合その他特別な理由がある場合を除き、利用目的以外の目的のために自
　　ら利用し、または第３者に提供しません。
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魅力ある観光地へ　～トイレを整備しました～

国家公務員採用試験のお知らせ　～Ⅰ種、Ⅱ種、Ⅲ種～

　町では、観光スポットを周遊し、人とのふれあいや体

験型のプログラムの提供などにより、新たな雇用の創出

に結びつけることを目指しています。

　そのための環境整備の一つとして、来訪者が安心して

使えるトイレの整備は重要になってきます。

　このたび、南郷地域の「山口温泉 きらら２８９」脇

にいつでも利用できるトイレを整備しました。

　また、町の玄関口でもある「会津田島ふれあ

いステーションプラザ」のトイレを再整備いた

しました。どちらのトイレも多目的トイレが設

置され、その中には、お子さん連れの方に便利

なベビーシートやベビーチェア、そしてオスト

メイトの方が利用できるようオストメイト対応

トイレも設置されました。

　地域の方が、そして町を訪れた方が気持ちよ

く利用できるよう、みなさんのご協力をお願い

します。

■問い合わせ

　本庁商工観光課　℡ 0241-62-6200

人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施します。

申込用紙の請求や受験資格などの詳しい内容については、

人事院ホームページまたは、下記に問い合わせください。

試 験 名
受 付 期 間

（郵送による受付最終日の通信日付印有功）
第 １ 次 試 験 日

Ⅰ種試験（大学卒業程度）

■インターネットによる受付期間

　平成２２年４月１日（木）～３日（土）

■郵送による受付期間

　平成２２年４月１日（木）～８日（木）

平成２２年５月２日（日）

Ⅱ種試験（大学卒業程度）

■インターネットによる受付期間

　平成２２年４月１０日（土）～１４日（水）

■郵送による受付期間

　平成２２年４月１２日（月）～２１日（水）

平成２２年６月２０日（日）

Ⅲ種試験（高校卒業程度）

■郵送による受付期間

　平成２２年６月２２日（火）～２９日（火）

※インターネットによる受付は行いません

平成２２年９月５日（日）

■問い合わせ

　人事院東北事務局 第二課 試験係

　　℡ 022-221-2022

　人事院ホームページ

　　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

それぞれに整備された多目的トイレの内部

「山口温泉 きらら２８９」の右側に出来たトイレ施設
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地デジ放送受信

簡易チューナー給付支援について

テレビの買い替えには

エコポイントを利用することができます

　総務省では、経済的な理由などで地上デジタル放送を見ることができない世帯（具体的には生活保

　護などの公的扶助を受けている世帯等で、ＮＨＫ受信料全額免除となっている世帯の方々が対象で

　す。）に対して、簡易なチューナーを無償給付するなどの支援を、昨年１０月１日から開始しました。

　　※支援申込みには、ＮＨＫと受信契約を結び、全額免除の適用を受けることが必要です。

　　※支援は現物給付ですので、ご自身で購入されたチューナー、アンテナ改修等の費用を清算する

　　　ことはできません。

　詐欺にご注意！！

　　テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺が発生しています。身におぼえのない

　　工事や代金請求にはご注意ください。

　問合せ先

　　●地上デジタル上送受信のための支援制度について

　　　総務省　地デジチューナー支援実施センター

　　　℡０５７０-０３３８４０

　　●ＮＨＫとの受信契約、受信料免除について　ＮＨＫ視聴者コールセンター

　　　℡０５７０-０００５８８

　エコポイント制度とは、地球温暖化対策、経済の活性化及び地上デジタル対応テレビの普及を図る

　ため、グリーン家電の購入により様々な商品・サービスと交換可能なエコポイントが取得できるも

　のです。

　グリーン家電とは、統一省エネラベル４☆相当以上の「エアコン」、「冷蔵庫」、「地上デジタル放送

　対応テレビ」の家電です。平成 21 年 5 月 15 日以降に購入した製品が対象となります。

　対象品目とエコポイント数　

　

　エコポイント取得に必要な書類

　　①保証書（購入日、購入店が分かること）

　　②領収書 /レシート（購入日、購入店、購入製品、購入者名が分かること）

　　③家電リサイクル券の排出者控え（リサイクルされた方のみ必要）

　　以上が必要となりますので、確実に受領・保管ください。販売店の皆さまも、お客様が上記書類

　　を確実に保管するよう、呼びかけてください。ご協力をお願いします。

　地デジに関するお問合せは・・・

　　本庁総合政策課広報情報係　　℡０２４１-６２-６２１０

　　舘岩総合支所振興課　　　　　℡０２４１-７８-３３３０

　　伊南総合支所振興課　　　　　℡０２４１-７６-３３１５

　　南郷総合支所振興課　　　　　℡０２４１-７２-２９００

地上デジタル放送対応テレビ

画面サイズ エコポイント数（点）

４６Ｖ以上 ３６，０００

４２Ｖ、４０Ｖ ２３，０００

３７Ｖ １７，０００

３２Ｖ、２６Ｖ １２，０００

２６Ｖ未満 ７，０００

買い替えをして
リサイクルを行う場合

さらに３，０００
平成 21 年 5 月 15 日以降に購入した「エアコン」、

「冷蔵庫」、「地上デジタル放送対応テレビ」が対
象となります。
エコポイント対象商品の購入期限は平成 22 年
12 月 31 日までで、その交換期限は平成 24 年３
月 31 日までとなります。
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平成２１年４月～９月に新規に要介護認定を申請されたみなさまへ

　平成２１年の４月に行った、要介護認定の見直しに

ついて、その影響を有識者・関係者からなる厚生労働

省の検討会において検証したところ、認定のばらつき

は是正されているものの、軽度者などの割合が増加し

ていることが明らかになったことから、平成２１年

１０月１日より新たに認定方法を見直しました。

平成２１年１０月より要介護認定の方法が見直されました

要介護認定の結果について

①「非該当」と判定された方で、実情と一致していないと思

　われる場合は、再申請を行うことができます。

　※必ず認定されることを保証するものではなく、再度「非

　　該当」となる場合もあります。

②「要支援１」、「要支援２」または「要介護１」～「要介護５」

　と認定された方で、その要介護度が実情と一致していない

　と思われる場合は、有効期間終了前であっても区分変更申

　請を行うことができます。

　※必ず希望どおりの要介護度で認定されることを保証する

　　ものではありません。

■問い合わせ

　本庁 健康福祉課 介護保険係

　℡ 0241-62-6130

コミュニティ助成事業で

　　　　　　安心・安全な地域づくり（南郷地域富山地区）

　南郷地域の富山地区では、昨年度福祉ネット

ワーク会を設立し、高齢者や一人暮らし世帯へ

の友愛訪問、健康づくり教室、敬老の日お楽し

み会などを実施しています。

　今年は、宝くじの助成により除雪機を整備し

ました。お互い声をかけ合い、冬を元気に安全

に過ごそうと一致団結し、高齢者や一人暮らし

世帯の除雪を助け合いにより実施しています。

　町でも、一昨年度、同事業により、住民への

貸出用の除雪機を整備しました。地域たすけあ

い除雪支援などにご利用ください。

■申込み・問い合わせ

　南郷総合支所振興課　℡ 0241-72-2900
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先生とクラスの友だちへ

　ぼくは、学校へいくのがたのしいです。でも、

ちょっとべんきょうがにがてです。みんなから

おくれちゃうこともおおいけど、いつも先生が

いっしょうけんめい教えてくれます。いっぱい

ほめてくれます。すごくうれしいです。先生、

ありがとう。

　二年生の友だちもわからないところを教えて

くれます。いっしょにあそぶことがたのしいで

す。二年の友だちにも、ありがとう。

　学校へいくのがたのしいのは、みんな、みー

んながいるからです。みんなにありがとう。

　伊南小学校二年　平野　直幸

みなさんの言葉へありがとう

　私は今、「言葉」にありがとうの気持ちを伝え

たいです。けれど「言葉」をくれるのは友達や

先生や家族。そして南郷のみなさんです。

　いつも朝早く起きて、「いってらっしゃい気を

つけてね。」と言ってくれる家族。登校中に、「お

はよう。朝早く大変ね。がんばってね。」と言っ

てくれる南郷のみなさん。学校で勉強や、部活

動で、「ここはこうするとできる。大丈夫、大丈

夫。やったら必ずいい結果が出るから。」と言っ

て教えはげましてくださる先生方。なにか心配

事や、悩み事があると「そうなんだ。大変だね。

でも大丈夫。うちらが助けてあげるから。」とや

さしく、温かい言葉をくれる友達。私にいつも、

すてきな言葉をくれるみなさんに今、心の底か

ら、ありがとうの気持ちを伝えたいです。

　私も、ありがとうと思われる、温かい言葉や

はげましの言葉、時には、自分の心を強くする

厳しい言葉をみなさんに伝えたいです。

南郷中学校二年　月田　未来

私が生まれる前に亡くなった祖父へ

　今でも、「あの人はいい人だった。」って皆に

言ってもらっているよ。じいちゃんの孫でよかっ

た。ありがとう。

徳島県　野井　さくら

夫　へ

　日課のような妻の愚痴を、あきれながらも元

気な証と笑って聞いてくれる。それだけで私は

幸せなのです。

栃木県　瀬尾　恵子

天国のじいちゃんへ

　じいちゃんが亡くなって二年が経ちます。じ

いちゃんは、七年間病気とたたかって二年間家

でかい護しました。じいちゃんは、脳の病気で

左はん身がきかなくねたきりのじょうたいでし

た。最初は、じいちゃんの言ってることが通じ

ていたのに日に日に話している事が分からなく

なってしまう。とても悲しかったです。じいちゃ

んは時々暴れたりしました。そういう時、私は

いつもあんなに元気だったのにと思います。いっ

しょに川に行ったり、山に行ったり、カブト虫

を採りに行ったり、いっしょにアイスを食べた

りこんなに思い出があります。じいちゃんは、

天国に行くにははやすぎる歳です。私に弟がで

きて、じいちゃんと会った時、じいちゃんが最

後にばいばいと言ってくれた。その一週間後に

じいちゃんは、天国に行ってしまいました。

　私は、最後にじいちゃんの大好物のうなぎを

食べさせてあげたかった。ごめんね　じいちゃ

ん。思い出をいっぱいありがとう。

舘岩小学校六年　赤羽　春奈

ありがとう
推 進 賞

ありがとう
推 進 賞

ありがとう
優 秀 賞

ありがとう
優 秀 賞

ありがとう
推 進 賞

ありがとうのメッセージ入賞作品集

◆ 子 ど も 部 門

◆ショートメッセージ部門

「ありがとうのひろがる新しいまち　南会津町」を目指して
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お隣りの由美ちゃんへ

　小学校の授業参観日に、五年生の由美ちゃんが作

文を朗読しました。

「わたしの母は耳が聞こえません。たったそれだけ

のことで、いつもいじめられ、いやな思いをしてき

ました。

　でも、そのことで母を恨んだことは一度もありま

せんでした。それは、わたしを一生懸命に育ててく

れたからです。

　だから、わたしを産んでくれたことを誇りに思い

ます。何不自由なく育ててくれた母が大好きです」

「おかあさん、ありがとう」

静まり返った教室に、大きな拍手が鳴り響きました。

嵐のような感動の拍手が、由美ちゃんのお母さんの

心の耳にも届いたのでしょうか。お母さんの目にキ

ラリと涙が光っていました。

だれもが一生懸命に生きている。生かされているの

です。

　そして、一生懸命に生きるには「家族のきずな」

や「ありがとう」という感謝の言葉が必要なこと、

まわりの人々の温かい「思いやりの心」が大切なこ

とを、五年生の由美ちゃんに教えられたのです。

隣に住む女の子が我が子のように思えてきて、「由

美ちゃん、ありがとう」とつぶやきながら、もらい

泣きをした一日でした。

石川県　　南出　えみ子

彼　女　へ

僕の彼女は、とにかく、謝らない。

夜中に電話をかけてこようが、僕を急に呼び出そう

が、「夜遅くに、ごめんなさい」、「急に呼び出して、

ゴメン」と、かわいらしい乙女な声で許しを乞うこ

とはない。

そのかわり、「夜遅くなのに、電話に出てくれて、

ありがとう」、「急な呼び出しにもかかわらず、来て

くれて、ありがとう」と、必ずお礼の言葉を忘れない。

その理由を、彼女に聞いたことを、ふと思い出した。

“ありがとう”は笑顔で言えるけど、“ごめんなさい”

は、そうはいかないでしょ。

「お忙しいところ、お時間をいただき、申し訳あり

ません」

そんな風に、仕事で謝り癖がついてしまっていた自

分だが、最近は彼女の影響で、「ありがとうござい

ます」を言うように心がけている。仕事にも感謝の

言葉と笑顔が必要だと思うから。

最後に、ちょっと照れくさいが、この場を借りて、“あ

りがとう”の先生である僕の彼女に、感謝の気持ち

を伝えたいと思う。

いつも、そばにいてくれて、ありがとう。

ただし、勝手に僕の大好きなチーズケーキを食べ

ちゃった時ぐらい、謝ってよね (笑 )

福島県　　武田　陽介

ありがとう
大 賞

ありがとう
優 秀 賞

ありがとう
優 秀 賞

◆ 一 般 部 門

「ありがとう」という言葉は、人の心を美しくする魔法の言葉

昨年１１月１日に行われた「ありが

とうのメッセージ」表彰式・発表会

で披露された入賞作品のなかから８

作品を紹介します。

妻と子どもへ
　酒が原因で商売に失敗し、借金を残

し、体壊し入院した私。そこに待って

いたようにきたのは離婚届だった。涙

も出なかった。さち子、子どもたちよ、

恨んだでしょうね。

　上京し、それから一生懸命働いた。

月日は流れ二十七年ぶりに帰郷した。

その間音信不通だった。私は妻に、詫

びだけの短い手紙を出した。それに

返ってきた手紙に

「あんた、戻ってらっしゃい」

の、十一の文字だった。私は心の中で

バンザイをした。瞬時にあの温ったか

い灯と、四人で鍋を囲んだ夕餉が浮か

んだっけ。

　私は元の家族に戻った。ただ、この

子たちが過ごした、小学生時代、中学、

高校、二十代の生いたちを知らない。 

もがいても過去だけは戻すことは出来

ない。

　今こうして冷たいトイレにいても、

真暗な寝床にいても、こうして手を合

わせています。幸せを食べ過ぎてお腹

がいっぱいです。

秋田県　　佐藤　健
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◆乳幼児健康診査

 ※地域の指定のないものは全地域対象です。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　２月１７日 水 ３～４ヶ月児健康診査 12：15 ～ 12：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成２１年１０月生まれ

　３月　３日 水 １歳６ヶ月児健康診査

12：30 ～ 13：00

平 成 ２ ０ 年 ９ 月 生 ま れ

　３月　９日 火 ２歳児歯科健康診査 伊南会館

【舘岩・伊南・南郷地域　
　　　　　のお子さん】 
平成１９年９月～　　　
　　平成２０年３月生まれ

　３月１０日 水 ３ 歳 児 健 康 診 査

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成１８年１２月生まれ

　３月１１日 木 ２歳児歯科健康診査
【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成２０年２～３月生まれ

　３月１７日 水 ３～４ヶ月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成２１年１１月生まれ

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　２月１８日 木

乳 幼 児 健 康 相 談

13：30 ～ 13：45 舘岩保健センター

【 舘 岩 地 域 の お 子 さ ん 】

平成２０年１１月～　　　

　　平成２１年２月生まれ

平成２１年５～８月生まれ

　２月２２日 月 9：30 ～ 9：45 南郷保健福祉センター

【伊南・南郷地域のお子さん】

平成２０年１２月～　　　

　　平成２１年２月生まれ

平成２１年６～８月生まれ

　３月　４日 木 ６－７ヶ月児健康相談 13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成２１年７～８月生まれ

※日程が変更になることがあります。 通知をご確認ください。

※年度当初にお配りした 「平成 21 年度　南会津町母子保健事業　日程表」 から、 変更が生じています。

　　乳幼児健康相談 （伊南 ・ 南郷地域） は、 平成 22 年 2 月 25 日 （木） から平成 22 年 2 月 22 日 （月） へ

　　変更となりました。 ご注意ください。

14

2・3 月の健診（検診）のご案内

おとうさん・おかあさん忘れていませんか！
　　　　　　　　　　　　～麻疹風疹混合ワクチン２期の対象者のみなさんへ～

　来年小学校にあがるお子さんで、まだ麻疹風疹混

合ワクチンの予防接種を受けていない方は、かかり

つけ医と相談して必ず 平成 22 年 3 月 31 日まで

に受けましょう。

　特に、麻疹は関東を中心に流行が広がった経緯が

あり、合併症を起こしたりして、重症化することも

あります。早めに予防接種を受けて、お子さんの健

康管理に努めてください。

※平成 22 年 3 月 31 日を過ぎた場合は、全額自己負担となりますのでお早めにお受けください。

※麻疹風疹混合ワクチンの接種券は、本年 4月～ 5月に保育所・幼稚園・郵送などで配布されております。

※紛失された方には、再交付いたしますので保健センターまでご連絡ください。

忘れずに

　摂取しましょう
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このページの記事に関するお問い合わせは ・ ・ ・

　　　田島地域　南会津町保健センター　℡０２４１－６２－６１８０

　　　舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡０２４１－７８－３３２５

　　　伊南地域　伊南保健センター　　　　　℡０２４１－７６－７１２１

　　　南郷地域　南郷総合支所住民課　　℡０２４１－７２－２２２５

２・３月の日曜当番医

　２月１４日 佐藤医院（下郷町）　TEL 0241-67-2134

　　　２１日 高橋医院　　　 　　TEL 0241-62-0040

　　　２８日 芳賀医院（下郷町）　TEL 0241-67-2128

　３月　７日 長谷川医院　　 　　TEL 0241-62-0032

　　　１４日 馬場医院　　　 　　TEL 0241-62-0142

　　　２１日 なかやクリニック 　TEL 0241-73-2036 

　　　２８日 小野木クリニック 　TEL 0241-76-7780

　※ 午前中のみの診察となります　ご注意ください

■保健センター開放日■

　就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。ご利用ください！

【伊南保健センター「すこやか」】

毎週火曜日１０：００ ～１２：００

≪相談＆「たんぽぽのつどい」のお知らせ≫

●保健師による相談

　朝になるとおなかが痛くなる、学校を休むこ

とが多い、学校や職場に行けない、部屋に引き

こもりがちで接し方がわからない…などで悩ん

でいませんか？

　南会津保健福祉事務所では、不登校や引きこ

もりなどの悩みをもっている家族の相談を、保

健師がお受けします。

　■日　時：月～金曜日　8：30 ～ 17：00

　■場　所：南会津保健福祉事務所

●たんぽぽのつどい

　不登校やひきこもりなどの悩みをもつ人と出

会い、話をする中で、同じ悩みをもつ人やその家

族のこと、そして自分のことなどを振り返る時間

になり、少しでも気持ちが軽くなる機会をつくっ

ています。

■日　時：平成 22 年 2 月 25 日（木）

　　　　　　　　　　13：30 ～ 15：30

■場　所：南会津保健福祉事務所

≪心の健康相談のお知らせ≫

悩みや不安を抱え込んでいませんか？南会津保

健所では、精神科医師による「心の健康相談」

を実施しています。この機会に、『心の健康』

を取り戻してみませんか？個人の秘密は厳守し

ます。安心してご相談ください。相談は無料で

すが、予約制となっているので、事前にお申し

込みください。

■日　時：平成 22 年 2 月 17 日（水）

　　　　　平成 22 年 3 月 12 日（金）

　　　　　どちらも 13：30 ～ 15：00

■場　所：南会津保健福祉事務所

■問い合わせ・申込み

　南会津保健福祉事務所

　　　℡ 0241-63-0305

【南会津保健福祉事務所より】

このコーナーでは、３歳児健診で虫歯のなかった

お子さんを紹介します。

今月は７人のおともだちがむし歯ゼロでした！

おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！

むし歯ゼロで元気な笑顔

大竹 魁くん

（田島）

渡部 優飛くん

（田島）

管 真愛美ちゃん

（田島）

渡部 結衣羽ちゃん

（田島）

渡邉 結菜ちゃん

（田島）

白田 悠華ちゃん

（田島）

室井 麻希ちゃん

（田島）
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2 ～ 3月の公演

℡０２４１‐６２‐６３１１

  南会津吹奏楽フェスティバル

■日     時　２月１３日（土）

　　　　　　　 １３：３０開演　（１３：００開場）

■入 場　無料（どなたでも入場できます）

　　　　　　　 各出演団体の単独演奏や全体合同合奏、

　　　　　　　 さらにソロやパフォーマンスを加えた

　　　　　　　 フェスティバルをお楽しみください　

■問い合わせ　田島吹奏楽団　渡部

　　　　　　 　℡０９０（７０７８）８７６１

  第３回　南会津のちからこぶ　２０１０

　　　　映画「未来の食卓」上映会　

■日     時　２月２８日（日）

　　　　　　　・文化ホール　 １０：００開演　（　９：３０開場）

　　　　　　　・多目的ホール １５：００開演　（１４：３０開場）

■入 場　無料（どなたでも入場できます）

■問い合わせ　南会津町オーガニック推進協議会（山村道場内）

　　　　　　 　℡０２４１（６６）２１０８

  谷は眠っていた ～ 富良野塾の記録 ～　作・演出　倉本 聰

■日     時　２月２１日（日）

　　　　　　　 １４：００開演　（１３：３０開場）

■入 場　全席指定　大人　３，０００円

　　　　　　　 　　　　　小人　２，０００円（大学生以下）

　　　　　　　  　　　　 ※当日　５００円増し

■問い合わせ　御蔵入交流館文化ホール

　　　　　　 　℡０２４１（６２）６３１１

　谷は眠っていた…。この舞台は今から 26 年前、

富良野塾創設期に呼応して全国から募って来た若

者たちが、徒手空拳で荒れ果てた谷を切り拓き、

そこに演劇の為の一つの村を創り上げるまでの涙

と笑いの青春グラフィティです。この春、富良野

塾は 26 年間の幕を閉じますが、閉塾に当たって、

僕らは 22 年前に初演し、その後再演の度に改定し

て来たこの舞台を更に改めてバージョンアップし、

塾の形見としてお贈りします。

　創るとういことは遊ぶということ。創るという

ことは狂うということ。そして、創るということ

は金に拠
よ

らず知恵によって前例のないものを産み

最後の ｢ 谷は眠っていた」によせて　　　　倉本 聰

出して行くこと。

　初期の塾生達が実行した無謀とも思えるこの挑

戦を、初心に戻って再生する中で、僕らは食うこ

と生きること人を感動させることの原点を、今の

日本に問いたいと思います。難しい理屈もセット

もなく、只、人の本来持つエネルギーだけを武器

に如何に人を搏
う

つ舞台が創れるか。それが我々の

悲愴な挑戦です。最後の塾生と共に創る富良野

GROUP のこの芝居。26 年間の総力を結集してきっ

と皆様の心の垢
あか

を洗い流せるものと信じて止みま

せん。



検索

クリック！

新着本紹介のご案内

かいけつゾロリきょうふのようかいえんそく

　　　　　　　　　　　　　　　原　ゆたか∥作・絵

ハンバーグハンバーグ　　　　　武田　美穂∥作

だじゃれ日本一周　　　　　　長谷川　義史∥作

イベントのご案内

◆わくわくとしょかんワーク

　　「お菓子づくりと読み聞かせ」

　・日　　時：平成 22 年３月 13 日（土）10：00 ～

　・場　　所：御蔵入交流館　調理室

　・対 象 者：町内在住の小学生　先着１６名

　・材 料 費：３００円（当日徴収）

　・申込方法：図書館カウンターまたは電話でお申し込み

　　　　　　　ください。ただし休館日は除きます。

【一般図書】

大正ロマン手帖　　　　　　　　石川　桂子∥編

子どもの放課後を考える　　　　池本　美香∥編著

温暖化論のホンネ　　　　　　　枝広　淳子∥著

命のダイアリー　　　　　　　　松永　正訓∥著

私たちの選択　　　　　　　　　アル　ゴア∥著

三毛猫ホームズの用心棒　　　　赤川　次郎∥著

おぼろ月　　　　　　　　　　　谷村　志穂∥著

難民探偵　　　　　　　　　　　西尾　維新∥著

私のこと、好きだった？　　　　林　真理子∥著

【児童図書】

地球が回っているって、ほんとう？

　　　　　　　　　　　　　　　布施　哲治∥著

世界の不思議な花と果実　　　　湯浅　浩史∥著

日本の神様　　　　　　　　　　畑中　章宏∥著�

白いプリンスとタイガー　　　　　宗田　理∥作

が休館日
開館時間：10:00 ～ 18:00

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

３月の休館日２月の休館日

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28
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■問い合わせ

生涯学習課文化振興係　℡ 0241-62-6311

　知っていますか？　まちの文化財　　　　vol. ３２　田島地域

鷲神社 銅製鰐口（どうせいわにぐち）：田島地域 下塩江地区

鰐
口といわれるものは、神社や寺院の堂前に懸

けられている円形扁平な金属製品で、下方の

部分が口が裂けたようになっており、その形が鰐の

口に似ている事から名づけられました。

下
塩江の鷲

わしじんじゃ

神社に奉納されている鰐口は、大き

さ 22.3cm で、撞座文のない簡単なものですが、

銘帯のところには「鷲大明神鰐口奥州長江庄田島郷

二崎」と、「永享四年壬子（1432 年）十一月二十一

日敬白大旦那猪股憲頼」と刻銘が施されており、南

会津地方における室町時代初期の銘文のある工芸品

として代表的なものです。

こ
のように年代や地名と寄進者が明確であるこ

とは、南会津地方の中世を知る資料として価

値の高いものであり、大変貴重であることから、こ

の銅製鰐口は昭和 36 年 3 月 27 日に県指定重要文化

財に指定されました。

室町時代から誓願成就を祈念し、

敲かれてきたた鰐口
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２月の「町長室へどうぞ」

田島地域：２月２７日（土）

　　　　　　１０：００～１２：００

※事前予約が必要となります。

　ご希望の方は２月２３日（火）までに、

　下記にご連絡ください。

　本庁総合政策課 広報情報係　℡ 0241-62-6210

泉崎村の

　「豚肉にとこトンこだわる専門店」をご紹介

■自家精肉・手づくりハム「ｎ
の ー べ る

ｏｖｅｌ」

　今回ご紹介するのは、豚肉専門店「novel」。製造

スタッフは、知識と技術をドイツで学び、本場のハ

ム・ソーセージの美味しさを追求し２００８年、ド

イツの食肉加工協会が主催する世界最高峰の国際コ

ンテストで金メダルを受賞した「豚肉にとこトンこ

だわる専門店」です。

　自家製のオリジナルブランド「夢
ゆめあじ

味ポーク」は改

良を重ねた母豚から生まれ、ふるさとの豊かな自然

の中で独自の植物性たんぱく質飼料と吸収の良い磁

気水で成長し、のびのび飼育管理されています。

泉崎村より、こんにちは

ｖｏｌ．12

　また、養豚から精肉、加工、販売までの全て

を家族が力を合わせて行っているので、愛情に

溢れそして安全で安心なおいしい「夢味ポーク」

をぜひ一度ご賞味ください。

　お店での販売以外に、インターネットでも販

売受付しておりますので、詳しくは下記アドレ

スにお問い合わせください。

■問い合わせ

　ｎｏｖｅｌ（ノーベル）
　　ＴＥＬ　 0248-53-4129
　　Ｈ　Ｐ　 http://www.yumeaji.com/

機織り　麻の反物出来上がる（伊南地域）

伊
南地域では、古くから麻の機織りが盛んでし

た。

当
時は、大変上質なものが生産され、遠くは大

阪や京都などでも売買されていました。しか

し、時代の変化により、その技術も廃れ、気がつ

くと、伊南地域から機織りの音は聞かれなくなっ

ていました。

そ
んななか、昨年から開催している「やまなみ

泊覧会」がきっかけとなり、伊南地域に機織

りの音が帰ってきました。やまはく事業により、

麻の機織りを実施し、その伝統文化のすばらしさ

に改めて気づかされました。今後は機織り体験や

麻製品の開発を進め、伊南地域に懐かしい機織り

の音を奏でていきたいと考えています。
■問い合わせ

　教育委員会伊南分室　℡ 0241-76-7718

麻の反物を作られた

馬場チカトさん（左）と酒井芳恵さん（右）
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地域の魅力いっぱい　　～『南会津町やまなみ散歩』発行～

　南会津町の魅力がたくさん詰まったガイ

ドブック『南会津町やまなみ散歩』が発行

されました。ガイドブックには、「食べる」

「あそぶ」「お土産」「泊まる」のジャンルに

分かれ、やまはく加盟店の特集記事や、町

内の各店舗を写真や地図を使って紹介して

います。

　なお、このガイドブックは、“やまはくの

ぼり”が立っているやまはく加盟店で無料

配布しています。

新物流システムがスタートしました
　　　　　　　　　～気軽に発送！手ぶらで観光！！～

こんなにつめても送料は５００円

※写真はイメージです

　商品代は、別途料金がかかります

このページに関する問い合わせ

　本庁 総合政策課　℡ 0241-62-6240

新物流システムのサービス

は、この“のぼり”の協力

店でご利用いただけます

南会津町の情報がもりだくさん！！

広
報みなみあいづ１月号でも紹介した、全国どこにでも送料

５００円で物産品をお届けできる「新物流システム」が２月

１日からスタートしました。

豊
かな自然そしてみなさんの深い愛情が生み出した、南会津の

恵みを少しでも多くの方々に届けたいという思いからこのシ

ステムは生まれました。

左
の緑色の“のぼり”

が立っている協力店

から配送することができま

す。ふるさとの物産品を全

国のみなさんに楽しんでも

らいしょう。


